
　わが国の総人口 1 億 2,700 万人のうち，変形性膝関
節症の患者数は 1,200 万人を占め，要治療者は 700 万
人と言われている．他の変形性関節症を含めると大変
罹患率の高い疾患である．平均寿命の延長，高齢者数
の増加などに伴って，今後理学療法士が大きく関わっ
ていく疾患であることは間違いなく，従来の理学療法
のみならず，新たな介入方法が期待される．
　変形性関節症についての理学療法に関する書籍は多
数あるが，理学療法士による評価や治療を単に記述し
ているだけの書籍も多い．一方，本書は 3 つのパート
から構成されている．パート 1 の「変形性関節症患者
を受け持ったらどうするか」では，理学療法士による
評価から理学療法プログラム立案までの過程を，パー
ト 2 の「ICF から見た理学療法介入のポイント」では，
機能障害，活動制限・参加制約という各々の障害レベ
ルへのアプローチを，パート 3 の「変形性関節症患者
の病態を正しく理解する」では，病態解説をしている．
いずれの内容も最新の知見を多く含んでいるのはもち

ろんのこと，臨床的な工夫や技術的内容も包含してい
る．さらに，変形性関節症の患者さんを中心にして，
理学療法に必要な様々な知識，理論が整理，展開され
ていて，問題解決型学習を実施しやすいのも大きな特
徴である．特に，様々な知識や理論が統合されていな
い最終学年の学生や新人の理学療法士にとっては，自
己学習する上で大変参考になる．実際に変形性関節症
の症例を担当してから，様々なレベルでの臨床的意思
決定で悩む人が多いと思うが，そのような時にも本書
が大きな助けになるだろう．
　また，「ミニレクチャー」では面接，歩行分析，術
後の心理的サポートといった変形性関節症とは直接関
係していない内容も含んでいて，他の疾患にもそのま
ま適応可能であり，大変参考になる．同様に，「メモ」，
「Advice」，「Point」でも様々な理論的説明が簡潔に記述
されており，重要な箇所，再学習すべき対象がわかる
ように提示，整理されていて興味深い．また，「新人
理学療法士へ一言」では，理論的事項のみならず，技
術的注意点，臨床家として重要な情意面などもまとめ
られており，興味深い内容になっている．もちろん，
これらの内容は最終学年の理学療法学生にも適した内
容であることは言うまでもない．担当症例の評価，治
療をさらに充実，発展させることを援助してくれる有
効な書籍である．
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「実践 MOOK・理学療法プラクティス
変形性関節症

―何を考え，どう対処するか―」

庄本康治
（畿央大学健康科学部理学療法学科）
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